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国立天文台ハワイ観測所では、すばる望遠鏡の次世代補償光学システムとして、広い視野にわたって星像を改
善する地表層補償光学 (GLAO)の開発・検討を進めている (ULTIMATE-Subaru計画)。我々のシミュレーション
によれば、マウナケアはGLAOに適したサイトであり、標準的な大気条件において、視野直径 20分角にわたり
Kバンド帯で 0.2秒角の空間解像度が実現できる。これは宇宙望遠鏡に匹敵する解像度であり、HSC/PFSに続く
すばる望遠鏡の広視野戦略のもう一つの柱として、特に赤外線域での広視野探査能力を飛躍的に向上するもので
ある。本プロジェクトは 2019年度より国立天文台の Aプロジェクトとして正式にスタートを切ったところであ
り、2026年のファーストライトを目指して急ピッチで検討を進めている。
ULTIMATE-Subaruは特に赤外線域での高い感度・解像度を必要とする超遠方宇宙の開拓や塵に埋もれた領

域の観測に威力を発揮する。また、銀河団や AGNなど、個数密度の小さい稀な天体を探査するうえでは広視野
での観測が欠かせない。ULTIMATE-Subaruは「広視野かつ高解像度」を実現し、近赤外広視野探査によって宇
宙の構造形成の歴史なかで育まれる銀河進化のドラマをシャープに描き出すことを目指している。本講演では、
ULTIMATE-Subaruのプロジェクトの現状をまとめるとともに、遠方銀河・近傍銀河・銀河系サイエンス、さら
に時間軸天文学への応用例など、天文学の幅広い分野において広視野かつ高解像度の赤外線観測によって広がる
サイエンスを紹介し、TMTへのすばる独自のターゲット供給源としてULTIMATE-Subaruが果たす役割を議論
したい。


